
中欧研修修了レポート 
中央ヨーロッパにおける外国語習得能力と 

女性喫煙に関するレポート 
城西国際大学看護学部 

野中淳史 

 
 本レポートの構成は最初に今研修で最も印象に残った日本語学科を選択している学生の

日本語を使用したコミュニケーション能力の高さについて述べており、次に男女問わずタ

バコの喫煙率の高さについて書いており、その印象から WHO などの資料をもとに客観的な

データを示し、それら数字的事実から喫煙率の高さの原因をまとめている。最終章では考察

および今研修の感想を述べる構成となっている。なお、今研修にて訪問した 4カ国(オース

トリア、チェコ、スロヴァキア、ハンガリー)を便宜上、中欧と表記しまとめた。 

 今回私が中欧研修に参加して強く印象に残ったことは日本語専攻の学生の教育レベルの

高さである。今研修中に話をすることができた日本語専攻の全ての学生が学年問わず日本

語でのコミュニケーションが可能であるに驚愕した。私たち日本人は英語を初等教育から

学んでいるにも関わらず、英語を使ったコミュニケーションが未熟であり、それが主に大学

で国際関係学部を専攻していたとしても話すことができないという学生も多い。その状況

に比べ、大学から日本語の習得を始めた上に、日常的に日本語スピーカーが周囲にいない中、

日本語を使用したコミュニケーションを滞りなく進めることができるという教育レベルの

高さには目を見張るものがあった。 

 5月 4日に 4日にエルテ大学の日本語学科の学生が受けている授業に参加した際に、ある

状況が書かれているイラストを日本語学科の先生が提示し、それを学生が日本語に直して

説明するというワークを見ることができた。そのイラストは”誰かに何かをさせられたこと

がある”という複雑な状況を表したものであったが、学生たちは積極的に回答している姿か

ら修学期間が１年未満にも関わらず進度の高さを伺うことができた。この他言語を習得す

る早さが日本に比べて早いという背景には、国境が陸続きであるため EU圏の他国が比較的

容易に入国でき、多言語が存在する環境が定着しているということが大きな要因だと考え

られる。 

 ”EUにおける「多言語・多文化」主義(2003)”という文献によると、欧州評議会では複数

外国語教育を促進するためにいくつ科のカリキュラムを進めている。主な内容として第 1外

国語は「コミュニケーションとしての道具」として、「異文化間交流や異文化理解を目標に

特定の地域・文化と密接に関連する学習」を、第３外国語は「職業上必要な目的に応じて学

習する」など、到達度や運用領域に相違を置くことを前提に、複数の外国語の運用能力の習

得を目標としている。この複数外国語主義は EUの社会構造に非常に適したものだといえる



だろう。前述のように 1 人が２外国語以上を学習することで、EU という開かれたグローバ

ル化社会に対応可能な人材の育成が適していると考えられる。 

 日本人が前述の EUと同様に国内外の往来を簡略化した上で発生するグローバル社会を確

立し、他言語習得を向上させることが日本国内においても実施可能かというと、日本は EU

のように各国が陸続きで他国と面しておらず、他国に訪れる際は航空機を使用しなければ

ならないため、状況を再現することは不可能だろう。そこで私は日本国内にいながら英語学

習を向上させる方法はないかを城西国際大学図書館を利用し、[英語 学習 向上]という

キーワードを使用し、文献検索を行い英語学習向上の方法を調べた。その結果、文献によっ

ては効果的な方法はあると主張している一方で、継続的な学習が効果的であり、この方法を

行うと向上しやすいということはないなど双方様々な見解があった。そこで英語学習が向

上させるため、レポート末尾に記載されている文献を参考に外国語学習の達成度に関わる

諸要因を”学習者の要因””授業の要因””教師の要因””社会環境の要因”の４つに大別し

た。学習者の要因は[知能、外国語学習適正、態度・動機、性格特性、学習ストラテジー、

学習スタイル、年齢]、授業の要因は[指導法、指導内容、指導に使用するメディア、指導時

間、評価法]、教師の要因は[経験、性格、外国語能力]、社会環境の要因は[必要性、文化パ

ターン、態度、言語構造]とあった。中でも比較的自身でコントロール可能[態度・動機]に

フォーカスを当て、学習意欲の向上に関する文献から効果的な学習の考察をまとめた。効果

的な英語学習の動機付けには男女共通で[仕事上役立つから]、[英語を学習するのが楽しい

から]、[新しいことを学習することが好きだから]という理由が多くあった。また、年齢問

わず、どの年代においても共通して学習意欲を高める因子となっていたことは[英語を学習

するのが楽しいから]であった。 

 英語学習を定着させるためには内発的・外発的動機付けの両側面が大切であり、中でも

「楽しさ」と「実用性」という２つの側面が重要となることがわかった。これらの要素を自

分自身で実施できるようマネジメントをしていくことで継続的な学習が行えることがわか

った。 

 今研修によって中欧諸国のタバコの喫煙率が日本に比べて圧倒的に高いという印象をこ

の研修期間中に何度も感じた。特に若い女性の喫煙者が日本と比べた際、多いように思えた。

日本人女性の喫煙している割合は全体の約 7%程度と珍しい。そのため各大学訪問時に日本

語学科専攻の学生へ”自分もしくは周囲でタバコを吸っている人物はいるか””タバコを吸

っていると答えた人はタバコを吸い始めたきっかけは何か”の二点の聞き取り(n=12)を行

なった。その結果、タバコの購入の容易さや法的に 16歳から喫煙が可能であること、周囲

ですでに喫煙している生徒の影響を受け、中高等学校から喫煙を始めている学生が多いと

いうことがよりわかった。また、分煙を行わず道の端で喫煙している者の多さにも驚愕させ

られた。若者や多国籍の人が集まりやすい観光地や大学構内はもちろん喫煙者が多いのだ

が観覧車や小学校など本来であれば憚られるべきである子供の前でさえ喫煙する者もいた。

近年、日本では健康増進法の一部改正*1など受動喫煙に対する様々な政策を市町村単位で実



施している。その結果、喫煙スペースと禁煙スペースへの理解が日本全体で進んでおり、レ

ストランでも完全禁煙の店舗が増えている状況である。その一方でこのように日本と比べ

分煙が全く進んでいない国に行ったため、その両者のギャップからこのような印象を受け

たのだろうと考えられる。 

 喫煙に関連する疾患として脳卒中やがん、COPD(慢性閉塞性肺疾患)等が有名である。

WHO/EURO によるとヨーロッパにおける 30 歳以上の成人の全死亡の 16％がタバコの使用に

起因すると推定している*2。日本の厚生労働省によると平成 29 年度の日本人男性の平均喫

煙率は 29.4%、日本人女性の平均喫煙率は 7.2%であり、喫煙指数は 18.3 である*3。それに

対し、ヨーロッパ全体では男性平均 38%、女性平均 19%、喫煙指数は 28と日本に比べて非常

に高いことがわかる*2。中欧では男性平均 36.7%、女性平均 26.5%、喫煙指数は 28とこちら

も同様に比較的高いことがわかる。この喫煙指数の大きな差は日本人女性の喫煙率が低い

ことが大きな要因となっている。中欧各国の内訳は、オーストリアは男性平均 35.5%、女性

平均 34.8%(2015)*2、チェコは男性平均 38.4%、女性平均 30.5%(2016)*2、スロヴァキアは男

性平均 39.7%、女性平均 17.6%(2015)*2、ハンガリーは男性平均 33.4%、女性平均 22.8%(2016)*2

である。図１を見るとヨーロッパと中欧を比較した際、中欧女性の喫煙率が極めて高いこと

が起因し、いずれの国も喫煙指数が上回っている。この女性の喫煙率が高い理由としてチェ

コの高校生を対象に喫煙の有無を質問紙調査*4 を行った際に高校生の間に喫煙を始めると

いう生徒が多く、高等学校に通っている時から喫煙を始めた男子生徒平均 38.1%、女子生徒

平均 37.4%と中欧各国の平均と比べてもとても高いことがわかる。 
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タバコ喫煙率の高さに危機を感じ、2013 年より EU から EU 加盟国全体に向けて、タバコ規

制に関する法案が可決されているが、その法案の罰則の程度は加盟国に委ねる形式を採用

しているため拘束力は非常に弱い。この結果未成年の喫煙を取り締まることができておら



ず、返って若者にとっては法律に背いた行動をすることで背徳感を得てしまうため、助長し

ている可能性すら考えられるだろう。 

 今研修によって前述した外国語学習に関する意欲や定着率の高さを知ることができた他、

私が特に関心のある公衆衛生分野における喫煙に関することを、この中欧研修という実際

に赴いて学びを深めるというフィールドワークを通じて実体験として理解することができ

た。特にヨーロッパの喫煙率の高さということは在学している中で学ぶことがなかった分

野であるため変学びとなった。そのほかにも教会の建築様式や日本にない街並み、食文化な

ど詳しく述べることができなかったが様々な学びが研修の全日程にあったため、非常に満

足度の高い良い研修となった。 
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